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中国語話者の日本語の句読点の問題点  

１．文の単位の捉え方 

誤用例①  ひとまとまりの経過を句読点でつなぎ一つの文に 

「昭和３９年に、日本人海外旅行者はやく訪日外国人数の三分の一しか占めない、でも５年後、二方が近づいた、

４５年には日本人海外旅行者数が訪日外国人数を越えてきた、この後、日本人旅行者人数がだんだん増えてきて、

訪日外国人数との差が急速に広がっていく。」 

誤用例②  人物の長所と短所を一つの文に 

「○○さんは、長所なところというと、やっぱり明るいところだと思う、何にも挑戦したいという意識がつよいところだと思ってい

る、短所というのは、短気というより、わがままなのではないだろうか。」 

★日本語では動詞、形容詞、助動詞などの終止形が文の終わりを示すこと、また、「。」で文を切っても、前後の内容や

接続表現によって次の文との関係は伝えられることを確認する。 

２． 文中の接続関係(1)――テ形接続の過剰使用 

 誤用例③ 研究室の中ではゼミの際に、最新の研究成果の情報を得て、プレゼンテ－ション能力を養って、先生と日本

語で交流しています。 

★文中の接続形式としてテ形を過剰に使用し「、」でつないでしまう場合がある。テ形接続の用法について確認すると 

ともに、テ形以外の接続形式について使えるように練習する必要がある。 

              中国語の 「他来、我去」という文の前件と後件の意味関係 

 

 出典：今富正己（1988)『新訂中国語⇄日本語翻訳の要領』光生館（北村 1995 に引用） 

3. 文中の接続関係(2) ――文の前件と後件の多様な関係を「、」でつないでしまう 

誤用例④ 前件の内容を主題としてとりあげ説明する 

  「中国人がいつも日中辞書の冷を‘凉’に翻訳して、実は大きな違いがある。」 

 誤用例⑤ 前半の内容について後半で評価、判断などを述べる 

 「（大学の中に）生協とセブンイレブンがある、 買いたい物がある、非常に便利だと思う。」 

★文を適切に区切ることや、区切った後の前文とのつながりをどう表すかを教える必要がある。 

   中国語     日本語            

a  

 

 

 他来、我去 

彼が来る、私が行く（並列関係） 

b 彼が来るが、私は行く（転接関係） 

c 彼が来るなら、私は行く（仮定条件） 

d 彼が来るとき、私は行く（時間条件） 

e 彼が来た以上、私は行く（既定条件） 

f 彼が来ても、私は行く（譲歩条件） 

g 彼が来るので、私は行く（因果関係） 

h 彼が来て、私が行く（継起関係） 


